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今
か
ら
20
年
前
、
子
ど
も
た
ち

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
学
び
、
動
画
配

信
が
こ
れ
だ
け
社
会
に
根
付
く
こ

と
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

社
会
の
変
化
は
加
速
度
的
に
進

み
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
未
来

は
、
私
た
ち
大
人
が
経
験
し
て
き

た
社
会
か
ら
は
予
測
が
つ
か
な
い

未
来
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
を
生
き
る
子

ど
も
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
な
力
を

育
て
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

「
未
来
社
会
を
創
造
で
き
る
力
の

育
成
」
を
教
育
改
革
の
目
標
に
掲

げ
、
各
学
校
で
の
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
各
学
校
で
は
、
先

進
地
の
視
察
を
行
い
な
が
ら
、

「
チ
ー
ム
担
任
制
の
実
施
」
や

「
ほ
っ
と
ル
ー
ム
な
ど
の
教
室
以

外
の
校
内
で
の
居
場
所
の
設
置
」

「
S
T
E
A
M
-L
a
b
の
設
置
」

「
生
成
A
I
の
活
用
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
改
革
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
第
二
中
学
校
の
挑
戦
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第二中学校では、「課題解決に必要な資質・能力を育む授
業づくり～探究的な学びのプロセスを通して～」をテーマに、

「教員の話を５分短く、生徒の活動を５分長く」の意識改革を
手始めに、教師主導型の学習から、生徒が主体となって活動
する授業への転換を図っています。

その特徴的な取り組みの1つが、「単元内自由進度学習」
です。「個人で資料やインターネットを用いて調べ、解決を
図る」あるいは「友達と協力して資料を調べ、お互いに意見
を出し合いながら解決を図る」または「先生の助言を受けな
がら資料を調べて解決を図る」など、自分に合った方法、好
きな方法を選択して学びを進めています。そして、最後に
お互いの結果を共有しながら、教員と共に全体で振り返り
とまとめを行うという授業スタイルです。

▲単元内自由進度学習の様子
　自分に合った学び方で課題解決に取り組む生徒

単元の終わりには、探究課題を設定し、生徒の主体的な学びを後押ししています。その結果をパソコン
を使って作成した文書や紙の資料などで表現することも特徴的な学習活動の１つです。例えば数学の１次
関数の単元終了後に、以下のような問題に取り組んでいます。

「先生に車のセールスをしよう！」
⃝新しい車の購入を考えている先生がいますが、ガソリン車を買うか、ハイブリッド車を買うか迷って

います。ガソリン車は安いのですが、ハイブリッド車は燃費がいいので、長距離を運転するにはハイブ
リッド車の方がいいように思えます。

⃝あなたはセールスマンで、ハイブリッド車を買ってもらいたいと思っており、ハイブリッド車の方がお
得だとして売り込みたいと思っています。

⃝ガソリン車は200万円、ハイブリッド車は250万円で、燃費はガソリン車が１㍑あたり16㌔㍍、ハイ
ブリッド車は１㍑あたり32 ㌔㍍です。

⃝ガソリンの値段は1㍑ 160円です。先生が１年間でどのくらい走行しているかを聞いて、先生にハイ
ブリッド車を勧めることができるかどうか考えて発表しましょう。

このように、数学で学んだことを実際の生活の中で生かすことができると、単に問題を解くよりも達成
感は格段に高くなります。もちろん１人だけでなくチームで挑戦することもできます。

学んだことを実際の生活に生かすための問題提起

未来 学校づくりの への挑戦

この授業では、生徒全員が意欲をもって、主体性を十分に発揮して取り組んでいる様子が見られました。特に、
授業が楽しいという高い評価が得られ、生徒自身の自己評価の向上も確認されました。

第二中学校の挑戦
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この取り組みには、令和６年にダイワボウ情報シス
テム株式会社、テクノ・マインド株式会社、日興通信株
式会社の支援によりハイスペックなパソコンと3Dプ
リンターなどが設置された「STEAM-Lab」が大きな役
割を果たしました。

▲3Dデザインソフトを使用して試行錯誤しながら自由に
デザインを試みる生徒

▲3Dプリンターで制作した
　 職場のモチーフデザイン

◀生成AIによる英語の授業

◀ STEAM-Lab開設セレモニー
　丸囲みのものが3Dプリンター

技術家庭科の授業では「部屋の整理に便利なものを作成する」という課題に取り組み、生徒が製図を
基に3Dプリンターで作品を制作しています。また、総合的な学習の時間では、キャリア教育でお世話に
なった職場をモチーフにした物品をデザインし3Dプリンターで制作する活動も行われています。さらに、
授業以外でも、始業時前や昼休み、㊌の放課後（部活のない日）にSTEAM-Labを開放し、探究活動を
行いたい生徒が自由に自分の課題に取り組める環境を整えています。加えて生徒同士がオンライン上で
使用できる情報共有の場を設け、学びを深める機会を提供しています。

この活動から、生徒自ら3Dプリンターのマニュアルを制作したり、多賀城創建1300年PRビデオの制
作が行われました。

第二中学校では、このような取り組みを進める中で、生徒の学習に向かう姿にも変化がみられています。
生徒たちにとって、「知らない世界を探究すること」は、いつの時代でも、心躍るわくわくした体験であるに

違いありません。
また、第二中学校の生徒たちの明るいあいさつについて、外部の皆さんから「誰もが気持ちの良いあいさ

つをしてくれる」とおほめの言葉をいただく機会が増えました。これは、自分の力を肯定的にとらえることが
できる生徒が増えてきている証しではないかと考えています。

これからも、生徒たちが未来に向かって挑戦し続ける姿を見守り、応援していきます。

最後に紹介するのは、生成 AIを活用した授業です。宮城県
内ではまだほんの一部の学校でしか実施されていませんが、第
二中学校では、昨年度に本市が作成したガイドラインを遵守
し、事前授業を実施しました。この授業では「情報の正確性」や

「情報流出」「知的財産権の侵害」「活用者としてのモラル」といっ
た重要な注意点について学習した上で、道徳や英語などの授業
で活用を開始しました。なお、活用に際しては、保護者の皆さ
んからの同意を得た上で実施しています。

STEAM-Lab で学びを支援

生成 AI（人工知能）を活用した最先端の授業

未来に向かって挑戦する生徒を応援します

問　教育総務課教育総務係 ☎︎ 368-5021
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